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アイドリング調整作業におけるライン停止回数低減　
~コロナ禍のピンチを改善能力向上のチャンスへ~

 サカモト    タケマサ

トヨタ車体株式会社　吉原工場 坂本　武将

組織変更によりQCリーダーと主力の中堅メンバーが他職場に

移動したことでサークルレベルが低下してしまった私達のサークル。

初めてのQCリーダーに任命され右も左もわからない状態の私と

若手や女性社員など多様な人材が在籍する自職場のメンバーは

慣れないQCC活動を進めていくのに悪戦苦闘。

コロナ禍の逆境をはねのけ、メンバー全員が諦めることなく

失敗を重ねながらも改善活動をしていく中で共に成長していき、

誰もがイキイキ働きやすい職場づくりができるよう取り組む姿を

見ていただければと思います。
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当社は愛知県刈谷市に本社を置き愛知県、三重県内にある４つの

工場で様々な車両を製造。私達が働く吉原工場ではランドクルーザー

並びにレクサスLXを生産し、社会の発展に貢献することに従業員一丸

となり積極的に取り組んでいる。

私達が在籍する検査は見栄えや性能の検査をして不具合が

ないことを確認する工程で、その中で私は完成した車両の機能

「走る・止まる・曲がる」を検査する完成検査工程を担当しており、

世界中のお客様が安心して車に乗れるように丁寧な検査で

保証している。

昨今の社会情勢にて人の多様性を活かす

ことやSDGsの実現が重要視されている中、

クルマ業界は100年に一度の変革期

と言われ今後の会社を支える若手の成長

が重要。更に弊社の課題として社員の

高齢者比率が年々増加傾向にあり、

性別・年齢を考慮した働き方改革が

求められている。

私達のサークルも多様な人材が在籍しており

誰もがイキイキ働きやすい職場づくりに

取り組む必要がある。

メンバー構成はリーダーと中堅メンバーが抜け

若年・女性メンバーとベテランが主体となり、

サークルレベルはB＋ゾーンからB－まで低下。

サークル評価と個人レベル評価を見ると

『改善能力』が弱みでレベルアップが必要。

唯一の中堅メンバーの私がQCリーダーに。

初のリーダーで手の付け所に悩んでいると、

サークルの弱点を知ることが必要と助言を受け

現状のレベルを確認、弱点を明確化すると

改善経験が不足し意欲・発想力・知識が

足りておらず、今回の活動を通して弱点克服へ

取り組んでいる。
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テーマ選定でメンバーに困り事を挙げてもらおうとしたところ、

当時はコロナの影響で以前のように集まっての会合が困難。

オンラインによるブレインストーミングで会合を開催、親和図法を活用し

メンバーにカードを配り困りごとを抽出したところ『ライン停止が多い』

という結果に。

組のライン停止回数と可動率の調査開始。

過去3ヵ月間、課の重点方針である課目標可動率を未達、組目標の

ライン停止回数を超過。排出ガス検査工程のライン停止回数が

目標回数を超えており,細分化するとアイドリング調整異常による

ライン停止が組全体の34件中13件38%を占めていることが判明。

課目標である可動率97%を達成する為

『アイドリング調整作業におけるライン停止回数低減』をテーマに設定。

アイドリング調整を行っている排出ガス検査工程は、車両上側を

排出ガス検査、下側を足廻り確認検査と別れ、同じ車両を同時に検査。

排出ガス検査では主に排出ガスを制御する電子部品などが

正常に作動しているか検査し、足廻り確認検査では主に車両下側より

油や燃料漏れがないことを検査。

アイドリング調整とはエンジンに回転数検出器を取付、

調整部品を調整し、エンジン回転数を規格内に合わせる作業。

アイドリング調整の重要性として、アイドリングが低いと回転が

安定せずエンストに、アイドリングが高いとブレーキが効きにくく、

重大事故に繋がる恐れがある。

4Mに層別し、まず（人を調査）
作業者別ライン停止回数を見ると大差はなく全検査員が
標準作業遵守率100％、人による問題はなし。
（物を調査）
ランクル70のエンジン型式・1VDと1GRでは電子制御にて自動で
アイドリング調整。型式が古い1HZ型のみ手動でのアイドリング調整
が必要。調整部品のスクリューとロックナットは設計図面通りのもので
調整時はロックナットを調整工具で緩めスクリューを手で回し
アイドリング時のエンジン回転数を変化させている。

（設備を調査）

アイドリング調整に使われている検出器をディーゼルピックアップ

といい、内蔵されている磁石でエンジンのシリンダーヘッド部の

ボルトに取付けエンジン回転計で数値を表示し、ロックナットレンチで

ロックナットを緩めアイドリング調整する。

これらの設備の点検頻度は日に一回、その他の設備では

月に一回の診断で要件を満たしており設備に問題なし。



（方法を調査）

ディーゼルピックアップの取付方法を見ると、ボルト横の平面部に

ディーゼルピックアップの磁石部分を取り付ける決まりに対して

全検査員決められた取付方法を守り問題なし。

作業は①から⑤の手順で行っており、②のエンジン回転計の数値を

確認する際に、エンジン回転数がエラーとなり排出ガス検査員が

調整作業できず、その際のディーゼルピックアップの取付状態を見ると

ボルトから外れていることが判明。

ディーゼルピックアップが外れた際①～④の処置をしており、

6秒のライン停止が発生。アイドリング調整ライン停止の内訳を見ると、

ディーゼルピックアップ外れが8割以上占めていることが判明。

よって『アイドリング調整時にディーゼルピックアップが外れる』を

特性とし要因解析へ。

目標値の設定。3月に11件あったディーゼルピックアップ外れを

7月末までに0件にする目標を立て、ステップごとに主担当者を決めて

スケジュールに沿って活動。

『ディーゼルピックアップが外れる』という問題の要因解析を実施。

現状把握で掴んだ特性になぜなぜを繰り返した結果から、

『歩行域にケーブルがある』『ピックアップの磁力が弱い』

を主要因として検証。

主要因①『歩行域にケーブルがある』について検証。

ピックアップと回転計は工程横に設置、接続ケーブルで繋がれており

ピックアップをエンジンに取付けると歩行域にケーブルがある状態となり

立ち廻りを見ると、足廻り確認検査員がケーブルを避けようとくぐる際に

ケーブルと干渉。

主要因②『ピックアップの磁力が弱い』について検証。

３Nの力でケーブルを引くと外れる事が判明。３Nは小さな力であり

ケーブルに軽く触れただけで簡単に外れる。

この二つの主要因を解消する為の対策が必要に。

     

             

       

               

            
          
        

 

   

             
        
            
            

               

       

    

       

               

              

 

           

         

   



対策案を系統図＆マトリックス図にて立案。

その結果、①立ち廻りを変更する。

②ピックアップの置き場を移動する。

③磁力が強い磁石に変更する。

この３つの評価が高く対策へ。

対策案①立ち廻りを変更。歩行ルートを迂回ルートに変更すると10秒の

歩行ロスが発生し断念。ピックアップを取り付けるタイミングを

後にすると排出ガス検査工程で手待ちが発生してしまう為不採用。

対策案②ディーゼルピックアップ置き場を移動。A～Eの位置に

置き場の移動を検討。車の動線上になり接触する、歩行ルートと重なり

作業の妨げになる為、移動を断念。

対策案③磁力が強い磁石に変更。磁力の強さ毎に検証。磁力が弱いと

ピックアップが外れ、強いと回転計が磁力の影響で数値が安定せず

調整できない為、外れない事と数値の安定を両立できず不採用。

コロナの影響で工場が非可働に。工程整備や作業訓練の日々の中で

非可働時間を活用し改善の勉強がしたい、他部署（ボデー・塗装

・プレス・組立）の方が詳しいのではと意見が挙がり、コロナ禍の

ピンチをチャンスに変えようと協力を依頼。QCC会合で組立課から

講師として招きオンライン勉強会を開催、改善の基礎を学ぶことが

できた。さらに改善について詳しく知りたいというメンバーの思いから

組立工程に見学へ。自職場で見られないカラクリに興味深々。

再度置き場の検討し、自職場でもカラクリを活かした改善を

実践しようとカラクリの対策に意欲が向上。

新たなピックアップの設置場所をクルマの上部にできないか検討して

いると、若手から掃除機の電源コードリールの巻取り構造をヒントに

コードリールを作成したところ、巻き取る力が弱いとコードが

巻き戻らず車にピックアップが当たりキズつく恐れ。

巻き取る力を強くするとコードを引き出す際にピックアップとコードの

接続部に負荷が掛かりケーブルが断線。力が弱い人は操作荷重の

大きさが負担に。メンバーより『他職場で半自動ドアで滑車と重りを

利用した簡単なカラクリがあった』との案があり半自動ドア案を採用。

皆のアイデアが詰まった対策品が完成。

カラクリ機構を取り入れ滑車でケーブルの過負荷低減しワイヤー脱線

も防止。重りの重量を利用して置き場を上昇させ車両接触を回避し、

操作荷重も誰でも楽に引けるように軽量化。

紐を引き下ろすだけでその場でピックアップの取り置きが可能になり、

ケーブルも床から220ｃｍのゆとりを持った高さへ配線して

歩行路を確保。検査員がケーブルに干渉しなくなり大成功。

現地でトライすると持ち手の位置が高くて引きにくいという

女性社員の声が。持ち手の位置を下げると車両に当たり

キズの発生に繋がる為対策を考えることに。

QCC会合で女性社員を中心に二次対策案を検討・実施。

誰でも楽にひもを引ける高さを検証した結果、車両の下部に接触せず

足りない高さを補う10cmの踏み台を作成する対策を実施。

     

       

             
               
       

         
          

                          

        
          

                

                     
             

    
     

              

      
    

  

                   

         
          

             

          
           

      
      

       

     
       

         
         

                          

      
      

      
       

      
    

   

   

  

  



10cmの踏み台を身長170cm以上の人が使用すると低い位置にある

ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄを検査しにくい為、取り外せる踏み台を作成することに。

耐久性があり軽い素材として建築業経験者から教えてもらった

スタイロフォームを素材にして片手で持ち運べる重さへ。

スロープ状でボルトを穴へ挿し固定する脱着可能な踏み台が完成。

誰でも簡単に取り外し・持ち運びが可能に。

再トライした結果女性メンバーも楽に紐を引けるようになり成功。

誰もが楽に使用できるようになり問題解決に繋がった。

（効果の確認）

対策前はピックアップ外れの処置で６秒の作業ロスが発生していたが、

対策後はピックアップが外れなくなり処置時間６秒を低減。

さらにピックアップ置き場を作業位置の近くに設置したことで

取り置きで発生していた４秒の歩行ロスを削減。

目標であるディーゼルピックアップの外れ回数0件を達成。

さらにアイドリング調整作業のライン停止回数低減。

7月度排出ガス検査工程のライン停止回数が目標回数内に収まり

組目標も達成し8月も継続中。ライン可動率も向上し

課の重点目標を達成。

活動後の個人別レベル評価、サークル評価を見ると弱点だった

改善能力がレベルアップ。他部署との連携で改善の基礎を学び

知識向上、工場見学でからくりについて学び、作製したことで改善意欲・

発想力が向上。サークルレベルはＢ－ランクから脱出しB＋へ成長！

それぞれが能力を生かせるように進めた結果、誰もがイキイキと働き

活躍できるダイバーシティとSDGs推進に繋がった。

標準化としてﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ昇降機の使用・点検要領を作成し

それに伴い標準作業票の作業手順追記と変化点教育を実施。

また管理の定着として昇降機の使用・点検要領と

作業手順を遵守しているか作業観察を週に一度行い、

日々管理する。

今回の活動を振り返ると、誰でも楽に作業できる対策の提案が

なかなかできず対策実施・立案の繰り返しになってしまった。

今後は今回のようにメンバーが入れ替わった際にサークルレベルが

大幅に下がることがないようQCC勉強会を定期的に行い

新規メンバーに指導できる人づくりをしていく。


